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2本日ご議論いただきたい内容

◼ 第6回需給調整市場検討小委員会において、一次は自端制御であるところ、応動監視のためのみに専用線を構築
することは新規参入の妨げになりうるため、応動実績データを事後に提出することを前提に、一次の一部について、
オフラインによる監視を認めることとしたうえで、その調達上限量や、実績データの信頼性を担保するための具体的な
方法等について、別途定めることと整理した。

◼ また、第21回需給調整市場検討小委員会において、DSRや蓄電池等の新たなリソースがその応動特性を活用して
市場へ参入することが期待されているなか、オフライン枠の活用等について、必要に応じて国とも連携しつつ、今後検
討することとした。

◼ 今回、一次の事前審査、アセスメント等に関する内容も踏まえ、2024年度から取引を開始する一次におけるオフラ
イン枠の取り扱いについて検討を行ったことから、その内容についてご議論いただきたい。

論点 具体的内容

①参入対象リソース ✓ どのようなリソースを対象にオフラインでの参入を認めるか

②商品要件および約定方法
✓ オフラインとオンラインで、商品要件を区別するか
✓ オフラインとオンラインで、約定方法を区別するか

③調達上限量 ✓ オフラインリソースの調達上限量をどのように設定するか

④応動実績データの不正防止策
✓ 事後的に取得する応動実績データの不正をどのように防止するか
✓ 不正発生時のペナルティをどのように設定するか 等

【オフライン枠の検討に係る論点】



3(参考)需給調整市場における応動の監視方法

出所）第24回 需給調整市場検討小委員会（2021.6.23） 資料2をもとに作成
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

◼ 需給調整市場では、一次における応動監視方法として、オンラインを基本としつつ、一部オフラインも許容することとし
ている。

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html


4(参考)一次の監視の通信方法について

出所）第6回 需給調整市場検討小委員会（2018.10.9） 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html
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発電機(1,000kW以上) 発電機(1,000kW未満) 蓄電池 負荷設備(需要家)

参入障壁の低減
＝市場参入者数の増加

新規リソースの活用
＝発電機とその他のリソース間の競争推進

需給調整市場の
活性化に向けた施策

オフラインによる参入対象リソース
（本取り組み開始段階）

【論点①】一次のオフラインによる参入対象リソースについて

◼ 需給調整市場は、多様なリソースが市場参入することで、市場活性化を促し、調整力をより安価に調達、運用する
ことを目的としている。また、今後、カーボンニュートラルを目指していくなかで、DSRといった環境負荷の小さいリソース
や、蓄電池などの新しいリソースを調整力として活用していくことが重要になっていくものと考えられる。

◼ また、複数のリソースを束ねて市場参入する必要のある発電機は、単独で市場参加が可能な発電機と比較すると、
専用線構築の費用負担が相当大きくなることが想定される。

◼ そのため、本取り組み開始段階においては、まずはDSR、蓄電池、および現状において逆潮流アグリゲーションの対象
としている発電容量が1,000kW未満の発電機（アグリにより最低入札量を満たす場合）を参入対象リソースとして
はどうか。



6(参考)需給調整市場でのDR・VPPに対する期待

◼ DR・VPPは、需給調整市場では、新しいリソースとして、既存の事業者との競争が期待される。

出所）第8回 需給調整市場検討小委員会（2019.1.24） 参考資料をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html
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◼ 一次のオフライン枠として参入するリソースに求める商品要件や技術要件については、オフライン枠の目的が応動監視
のための専用線構築に伴う費用負担の抑制にあることを踏まえると、監視および回線以外の応動時間や継続時間
等については、オンラインであるリソースと同じ要件を求めることが妥当ではないか。

◼ また、通信線以外の商品要件等はオンラインであるリソースと区別をしないこととすると、需給調整市場においては同
一の価値の商品を取引するということになるため、市場での約定方法についても、オンラインとオフラインで区別をせず、
全ての入札をΔkW単価のメリットオーダー順に約定させることとしてはどうか。

【論点②】一次のオフライン枠の商品要件および約定方法について
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8(参考)過去の需給調整市場検討小委員会でのご意見

◼ （平岩委員）一次調整力のオフライン枠に関する考え方について確認したい。オフライン枠の上限とは、オフライ
ン枠の容量の上限であって、オフライン枠を全てオフラインで埋めるといった意味ではないということでよいか。新規
参入者に門戸を開き、安価な調整力の調達という観点からオフライン枠を設けるということは理解できるが、オフ
ラインよりもオンラインの札が安価な場合であっても、オフライン枠の上限一杯までオフラインの札を落札させると
いった措置はしないということでよいか確認させていただきたい。

◼ →（事務局）オンライン、オフライン問わず安い札から落札していくという認識であり、そういった中、安価なオフラ
インが大量に有り、その場合にはオフラインの枠を上限として落札するという意味である。

【委員・オブザーバーからのご意見（一次のオフライン枠の約定について・第6回需給調整市場検討小委員会） 】

◼ （市村健委員）一次をDSR等の新たなリソースで供出するためには、技術の研鑽も必要である一方で高い
ハードルもあることから、オフライン枠についてチャレンジ枠のような位置づけでの事業機会を検討してはどうか。蓄
電池やDSR等の新たなリソースが市場に参入できるような制度設計について、国や広域機関と議論してはどうか。

【委員・オブザーバーからのご意見（一次のオフライン枠の活用について・第21回需給調整市場検討小委員会）】
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出所）第6回 需給調整市場検討小委員会（2018.10.9） 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html

◼ 現状、一般送配電事業者が実運用において需給調整を行うにあたり、エリア需要値を情報の一つとして用いている。
このエリア需要値は、電力系統に出力を供出している発電機等の実出力値をリアルタイムに収集、加算することで算
出される。

◼ 第6回需給調整市場検討小委員会では、一次の監視をオフラインとすることで、エリア需要値の把握の精度が低下
するため、一次のオフライン枠の調達上限量については、これらの点も考慮して設定する必要があると整理していた。

【論点③】一次のオフライン枠の調達上限量について 1/2

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html
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<試算諸元> ※1：一次の必要量 ：2020年度実績（冬季需給ひっ迫発生日のデータを除く）
※2：発動電源容量比率：発動指令電源415万kW/全国落札量16769万kW≒2.5%

【一次におけるオフライン枠の上限量イメージ（2020年度の必要量をもとに試算した場合）】

◼ 他方、今回、オフラインによる参入対象リソースとしたDSRや蓄電池等のうち、特に、ネガワット型リソースについては、
エリア需要値の算定には直接的な関与はないと考えられる。

◼ このため、エリア需要値算定の観点からはオフライン枠に調達上限量を設ける必要はないとも考えられる一方、こうし
た調達・運用方法は初めての取り組みであり、需給調整に与える影響は不明な点もあることから、まずは、調達上限
量を設けることとし、その上限量は、対象リソースの容量を参考に定めることとしてはどうか。

◼ 具体的には、本取り組み開始段階における参入対象リソースが容量市場における発動指令電源と同等であることか
ら、まずは、一次の単独必要量に対して、容量市場で落札された全調達量に占める発動指令電源容量の比率を
掛け合わせた値を、一次のオフライン枠の調達上限量としてはどうか。

◼ なお、市場開設後におけるエリア毎のオフライン枠への応札状況や、ERAB検討会で進められるリソースの実力評価
の結果等も参考にしつつ、オフライン枠が需給調整に与える影響も勘案したうえで、必要に応じて、参入対象リソース
の範囲拡大や調達上限量のあり方等についても検討をすることとしたい。

【論点③】一次のオフライン枠の調達上限量について 2/2

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9エリア

一次の
必要量※1

H3比率[%] 2.2 2.3 1.8 2.0 2.4 2.0 2.9 1.8 2.2 2.18

容量[MW] 109.6 310.3 953.1 488.0 117.9 526.8 301.9 93.3 334.9 3467.4

発動指令電源落札比率
(全エリア平均※2)[%]

2.5% 2.5%

オフライン枠上限量[MW] 2.7 7.7 23.6 12.1 2.9 13.0 7.5 2.3 8.3 85.8



11（参考）容量市場における発動指令電源となる電源等について

※1：期待容量とは、「設備容量のうち、実需給年度において供給力として期待できる容量の最大値」です。
※2：蓄電池は発動指令電源として参加可能です。
※3：「電力需給バランスに係る需要及び供給力計上ガイドライン」のことを指します。
※4：供給計画において、ダム水位から供給力を算定している場合および調整係数に調整能力を加算している場合は安定電源、調整係数のみ
※5：供給力を算定している場合は変動電源(単独)となります。
※6：供給計画において、ダム水位から供給力を算定している場合および調整係数に調整能力を加算している場合は発動指令電源、調整係数

のみで供給力を算定している場合は変動電源(アグリゲート)となります。

出所）「容量市場かいせつスペシャルサイト」(広域機関HP)をもとに作成
https://www.occto.or.jp/capacity-market/youryouteikyou/sankayouken.html

https://www.occto.or.jp/capacity-market/youryouteikyou/sankayouken.html


12(参考)容量市場の落札結果

出所）「容量市場メインオークション約定結果 （対象実需給年度：2024年度）」（広域機関）をもとに作成
https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2020/files/200914_mainauction_youryouyakujokekka_kouhyou_jitsujukyu2024.pdf

容量市場全体落札量：16,769万kW
発動指令電源落札量：415万kW

https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2020/files/200914_mainauction_youryouyakujokekka_kouhyou_jitsujukyu2024.pdf


13(参考)アグリゲーションに係る実証事業等の進め方

出所）第16回エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会（2021.7.14） 資料６をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/pdf/016_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/pdf/016_06_00.pdf
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事前審査 実応動 アセスメントⅡ 精算

【論点④】応動実績データの不正防止策について

事後的に応動実績データを取得するため
応動実績データが改ざんされる懸念

一般送配電事業者は必要に応じて
当該リソースにおける応動実績値を直接確認

不正が確認された場合

不正の防止策

不正防止策のイメージ

◼ 第２４回需給調整市場検討小委員会において、一次のオフラインに対するアセスメントⅡを実施するにあたり、その
応動実績は一般送配電事業者が任意に指定した期間の1秒毎の値を事後で提出することとしている。

◼ 応動実績値を事後で提出する際、オフラインとして落札した事業者は応動実績値を捏造、改ざんすることも不可能で
はないことから、事業者による不正行為を防止するための方策が必要と考えられる。

◼ その方策としては、一般送配電事業者がオフラインであるリソースの応動実績値を抜き打ちで直接確認することができ
ることとし、それにより不正行為が確認された場合には、アセスメントⅡ違反時と同様の金銭的ペナルティを課すとともに、
一回目の不正行為であっても、一定期間、市場退出のペナルティを設定することとしてはどうか。また、悪質な不正行
為が確認された場合は、例えば、取引会員資格のはく奪（取引規程における除名）等のより厳しいペナルティを設定
することとしてはどうか。

◼ なお、詳細については、一般送配電事業者が定める取引規程において取り決めることとしたい。

✓アセスメントⅡ違反時と同様の金銭的ペナルティ
✓(一回目の不正から)一定期間市場退出等のペナルティ
✓悪質な場合、会員資格のはく奪等のより厳しいペナルティ



15(参考)海外における不正防止策の一例

◼ イギリスでは、基本契約において、NationalGrid（送配電事業者）が供出事業者側の計測機器から直接データ
を収集・記録する権利が認められている。

基本契約書（ Monitoring ）より一部引用

National Gridには、サイト内の計測機器から直
接データを収集・記録する権利が認められている

出所） 「FIRM FREQUENCY RESPONSE TENDER RULES AND STANDARD CONTRACT TERMS 」(NationalGrid)をもとに作成
https://www.nationalgrid.com/sites/default/files/documents/FFR%20SCTs%20-%20Issue%208%20Feb%201st%202017_0.pdf

https://www.nationalgrid.com/sites/default/files/documents/FFR%20SCTs%20-%20Issue%208%20Feb%201st%202017_0.pdf


16まとめ

◼ 2024年度から取引を開始する一次調整力におけるオフライン枠の取り扱いについて、以下の通りとしてはどうか。

＜オフラインによる参入対象リソース＞

✓ オフラインによる参入対象リソースについて、まずは、DSR、蓄電池、および容量が1,000kW未満の発電機(アグ
リにより最低入札量を満たす場合)を参入対象リソースとする

＜商品要件および約定方法＞

✓ 監視および回線以外の商品要件等は、オンラインであるリソースと区別をしないこととする

✓ 約定方法についてもオンラインと区別をせず、全ての入札をΔkW単価のメリットオーダー順に約定させる

＜オフライン枠の調達上限量＞

✓ まずは、一次の必要量に対し、容量市場で落札された全調達量に占める発動指令電源容量の比率を掛け合
わせた値とする

✓ 市場開設後におけるエリア毎のオフライン枠への応札状況や、ERAB検討会で進められるリソースの実力評価の
結果等も参考にしつつ、オフライン枠が需給調整に与える影響も勘案したうえで、必要に応じて、参入対象リソー
スの範囲拡大や調達上限量のあり方等についても検討していくこととする

＜応動実績データの不正防止策等＞

✓ 一般送配電事業者がリソースの応動実績値を抜き打ちで直接確認することができることとし、不正行為が確認さ
れた場合には、アセスメントⅡ違反時と同様の金銭的ペナルティを課すとともに、一回目の不正行為であっても、
一定期間、市場退出のペナルティを設定する

✓ また、悪質な不正行為が確認された場合、例えば会員資格のはく奪等のより厳しいペナルティを設定する

◼ また、各項目における詳細については、一般送配電事業者が定める取引規程において取り決めることとしてはどうか。


